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ご挨拶 

 

この度、2018年 10月 12日(金)から 14日(日)までの 3日間の日程で、日本広告学会第 49回全

国大会を名古屋学院大学「名古屋キャンパスしろとり」において開催させていただくことになり

ました。 

 今回の会場である「名古屋キャンパスしろとり」は、近隣に熱田神宮、白鳥庭園、名古屋国際

会議場などもあります。熱田区は古くは東海道五十三次の宿場町である宮宿、熱田神宮の鳥居前

町として栄えた場所であり、名古屋の下町風情を色濃く残している史的な地域ですので学会の開

催期間中に散策していただくのもよいかと思います。 

 今回の全国大会は、中部地区での 9年ぶりの開催であり、戸惑うこともあり皆様方にはご迷惑

をおかけすることがあるとは存じますが、最善を尽くしてまいります。 

統一論題、自由論題ともに、多くの会員の皆様のご参加と報告をお待ちしています。何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

 

2018年 5月 25日  

 

日本広告学会 第 49回（2018年度）全国大会 

大会運営委員長 岡本 純 

（名古屋学院大学 商学部） 

 

１．大会統一論題（大会テーマ） 

 

地域といきる－広告は過疎に勝てるのか－ 

 

2018年度全国大会の統一論題は、名古屋で開催されることもあり、議論を重ねたうえで地方の

抱える課題を考えたいとの思いから「地域といきる－広告は過疎に勝てるのか－」に決定いたし

ました。勿論、地域間格差はあるものの、人口減少による消費者・労働者減が加速し、経済規模

の縮小が進むなど企業を取巻く外部環境はますます厳しくなっていることは各地域に共通してい

ます。くわえて、情報技術を用いたデータマーケティングの進展によるコストの低減化は、東京

への一極集中をいっそう加速させると予想されます。このような観点から、地方の広告会社、広

告主、クリエーターは広告コミュニケーションの効率性と効果の問題など多くの課題を抱えてい

るといえます。 

第 49回全国大会では、東京一極集中が進む日本において、いかに地域といき、“過疎”に勝つ

ことができるのかなどを会員の皆様と議論したいと考えています。 

 

２．日程 

2018年 10月 12日(金)～10月 14日（日） 

  12日（金） 午後：各種委員会・拡大常任理事会 

  13日（土） 基調講演、パネルディスカッション、会員総会、懇親会 

  14日（日） 自由論題報告 



３．会場 

名古屋学院大学 名古屋キャンパスしろとり 希館 

 

４．交通アクセス 

名古屋市営地下鉄名港線「日比野駅」から徒歩７分 

名古屋市営地下鉄名城線「西高蔵駅」から徒歩 10分 

 

◆地下鉄日比野駅から 

１番出口を出てヤマナカ前を右へ 200mほど歩き、「国際会議場北」交差点を右折し、名古屋国

際会議場を左手に見ながら 500m 進むと左手に「名古屋キャンパスしろとり」があります。 

◆地下鉄西高蔵駅から 

2 番出口を出て、名古屋国際会議場方面（地下鉄階段出口の道路面に案内表示があります）へ

200mほど歩き、旗屋橋を渡りきったところを左へ堀川沿いを 500m 歩いて白鳥公園にはいると

「名古屋キャンパスしろとり」があります。 

 

５．研究報告のお申し込みについて 

本大会の「研究報告」は全て自由論題報告となります。自由論題報告は、広告理論および実務

のさまざまな分野から自由なテーマでの研究報告です。 

なお、研究報告の要領は以下のとおりです。 

（１）報告者の資格：2017年度(2017年 10月〜2018年 9月)までの年会費を 7月 15日（土）時

点で納入済みの日本広告学会正会員、および名誉会員。 

（２）報告件数：一人１件。ただし、共同研究者として他の報告に名前を連ねることはできます

が、口頭での報告をすることはできません。 

（３）報告予定数：24件程度。報告時間は 30分（報告 20分、質疑応答 10分）とします。な

お、報告件数については研究報告の応募状況により若干の変更があります。 

（４）報告申し込み方法： 

・「研究報告申込書」（同封のもの、もしくは学会ホームページからダウンロードしたも

の）にご記入の上、大会運営委員会事務局宛にメール、郵便のいずれかでお申し込みくだ

さい。FAXでの報告申し込みはできません。 

・申込期限：2018年 7月 31日（火）。郵送の場合、当日消印有効。 

・その後、『大会報告要旨集』原稿(A4用紙 4ページ程度)を、8月 19日（日）までにご提

出いただきます。その作成要領は、6月中を目処に学会ホームページでダウンロードでき

るようにいたします。 

（５）報告者の決定：大会運営委員会が研究報告要旨の内容を審査し、決定いたします。結果

は、応募された会員宛に、9月中旬にご通知いたします。 

 

 

  



６．今後の予定 

第 2号通信 

大会プログラム、大会参加申込手続き、大会参加費、懇親会費のご案内 

2017年 8月下旬発行予定 

 

７．第 49回（2018年度）全国大会運営委員会 

運営委員 

委員長  岡本 純（名古屋学院大学） 

副委員長  安藤真澄（元南山大学） 

運営委員  上岡和弘（大同大学)、村松幸廣（愛知大学）、庫元正博（金城学院大学） 

実行委員  安藤りか（名古屋学院大学）、伊藤万知子（愛知産業大学） 

岡田一範（高田短期大学）、加藤里美（愛知工業大学） 

清水 真（中部大学）、杉浦礼子（名古屋学院大学） 

松本義宏（名古屋外国語大学）、山川雅晳（元椙山女学園大学） 

脇田弘久（愛知学院大学） 

 

事務局 

名古屋学院大学 商学部 岡本純研究室内 

住所：〒456-8612 名古屋市熱田区熱田西町 1番 25号 

電話：052-678-4080 (名古屋キャンパス代表) FAX：052-682-6811 

jaa2018nagoyagakuin@gmail.com 

 

大会に関するお問い合わせは大会運営委員会事務局宛にお願いいたします。研究室を不在にする

ことが多いため、できる限りメールで頂ければ幸いです。 

 

注意：遠方よりご参加いただく方のためにホテルを確保しておりません。会場近辺(金山、名古

屋、栄など)には、ビジネスホテルが数多くあります。近年、名古屋市内のホテルも予約し

にくくなっておりますので、お早めにご手配くださるよう、お願いいたします。 

名古屋キャンパス しろとり       


